
じどうれんけ

(V) から成立っている。いま 120 コードを受電し 120 R が動作

しているとすると ， 電磁弁は励磁され， ßH I時刷 (そう) (F) には

元空気溜から i威圧弁を経て圧力電気が供給されている。したが

って，ピスト γ(p) は抑上げられ，弁 (Q) によ ってl止出弁(0)

と大気との間は閉鎖されている。

つぎに 120 R が動作を失うと電磁弁はí!l~励滋となり ， 弁 ( R )

はばねによ っ て判l上げられる。ゆえに 111*1時糟内の圧力空気は汽

衡を吹鳴しながら大気中に放 :11• され， 1百]11寺に元空気溜と限I時槽

との迎絡が絶たれるから ， ばねによ ってピスト γは押下げられ

る。その結果弁 (8) が開き吐出弁のピスト γ内にある圧力空気

は大気中に放出され，このため吐出弁ピストンは制動管中の圧

力空気によ っ て折1下げられ， llJiJ動fj1の圧力空気は大気に放出さ

れる。よってプ ν ー キが作用することとなる。

気!正融主n:!.r.:> ( A ) は吐出弁ピス ト ンのばね{JliJEE力空気が，所定

の圧力以下に低下するとその接点は IJFIかれ，い ったん 自動プレ

ーキが作用すると，復帰|潟閉T，:> (K，)を取扱わなければ列車は発

車することができない。

気配品評;'1[(，持 ( B ) は制1IìIJ管内の圧力が規定以 Fになるとその接

点をIU:I じ， 1{1磁弁を励磁して制動け内の圧力を必~以上滅圧さ

せない作用をするのである。(}服部英夫 ・小決意三)

じどうれんけっき 自動連結器 (英)automatic coup le r 鉄

道車両の両端に取付け，車両相互を自動的に述結するもの。わ

が匡lの鉄道111両は固有以前から建設規程によって一端にら旋連

結総， 他械にi皇環連結骨量を!ii/jえる ことが決められていたが，鉄

道会社において各々その榊造が奥なっていたので， 固有後はそ

の統ーが行われた。しかし依然として述結作業は危険かつ解結

に多大のl時間を裂し，また多くの修繕政を裂したため IV'I 治 42

年以降そのlR換えについて研究が進められてきた。大正 7 年に

iili紡泌を自 ífUJìili給総に改造する吉'I iilliをたて，精世;な青 liilli と周圭11

な準備を進め， 大正 14 ・ 7 ・ 1 から答111 と俄|刻111 ， 7 月 16 日から

貨11iに対し 自動述結器の付換えを行い， 各々数日で完了し， 世

界に誇示し得る大事業を完成した。

1 榊造と機能

竪ろうな鈎銅製で，頭部と j洞と からなり ，頭部連結聞の輪郭

は相互に連結解放でき，また曲線 ・ 勾配(こうばい)を無理なく

通過できる形状とな っ ている。図ー1 は国鉄2査本の述結閣の輪郭

を示す。 頭の前回にはピンで ヒ γ ジにな っ たナ ツ タノレがあり，

llJ'iのr.1"にはナツタノレを止める錠がある。 お互のナツタノレをかみ

合うように突当てれば臼動的に錠が落ちて証jj紡され，開放てこ

で錠を上げればナ ックノレが闘し、て解放される。

自動連結綜の連結聞の輪郭 (1主l鉄器本)

解放のH寺に蕗ëを上げる方法によ って上作Jl] ， 下作m とがある。

上作用 解放のとき錠織をìili結総の上からげ;作するもので，

解放てこをII工休妥に取付け得る車両すなわち後I共同I ・ ~'(耳I等に

使用されている。

下作用 事~をiili結*ifの下から操作するもので， 事休妥に貫

通路のある 11工阿すなわち答率および一部の :I:'( I11に{即日されてお

り，解放てこを端ばり下部に取付ける。なお上 ・ 下作用は錠協

のみ典なり他は共通となっている。

自動ìill j;;!i昔話にはその殴能を発悔するため，つぎの 3 作用位置

がある(図ー2) 。

自動述結器の 3 作用位111
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(1) 錠掛位置 錠がナツタノレ尾部と休内壁のI聞に îfrちて ， ナ

ツタノレの聞かない状態。

(2) ナックル開き位置

/ 

解放てこで錠鋤を通じて錠を引き上げ(または押し上げ)れば，

ナ ツ タ ノレ聞きによりナ ツ タ ノレがけり出 され，いつでも巡絡でき

る状態。 なお相手のナ ッ クノレが閉じ(錠掛{立世)ていても連結で

きることが必!Æである。

(3) 錠箆位置 互に述結されているときは， 解放てこ で錠1

揚げてもナツタノレをけり出すことができない。このとき Pff.1iJi

こ を手放しても錠足が総体に止まって錠が落らず， 111両を引き

出せばナックノレが悶り解放できる状態。 .

その他111雨の仮即Jによって錠・が上らないように，事ë織には上

り止めがあり，ナ J !l ノレピ γが折れても ， 総体内の谷とナツタ

ノレの 111 と がかみ合って解放しないようになっている。

2 Nl第i

国鉄の自 ífUJìili結総を頭部の構造により大別すればっきrの 4 鍾

である。

柴田式 国鉄基本のもので，憐造が簡単で作朋も隊突であ

る。

シャ ロ ン式，アライアンス式 自動連結総に取替え当時アメ

リカから輸入したもので，輪郭も部品も1Ut!j;!fのものを使用した

ものであるが，これは順次柴田式(国鉄基本)にI副主えられる。

援団式 これも自動連結2itに取替えた当時使用したが， 作

用不良な点があり ， 現在はほとん ど使用していない。

自動迎結甘誌を引磁力を伝える胴の構造により分瀕するとつぎ

の甑類がある。

座付自動連絡器 H同を短くし取付座をつけたもので， 車両の

構造上緩衝裟也が端ばりより内 ßlIJに入れられない惨関車 ・ 留か

き平等に使用しているもので， 簡単なコイ ノレばねを緩衝装置に

イ吏用している。

並形自動連結器 長胴にわくまたは継手わくを リ ベット止め

しているもので， 客:1:'( 111 ・ 炭水 in, 

111 ・ 電気機関車等に使用されてい

る (1濁ー3) 。

横コ y タ式自動連結器 長l洞端

の7診を変えわくとのl反付をコッタ

とし，継手を使用しているもの(継

手付指定コ ッタ式 ・ 客専用)と使用 3. 並形自i1i}Jj!Jj給総
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